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　本年度の研修は、自分たちの住みやすいまちづ

くりが結果として観光客の多く集まる町となった

長野県小布施町と、『改正中心市街地活性化法』認

定第一号の富山市のコンパクトで暮らしやすいま

ちづくりを視察してまいりました。

　９月26日朝７時、里見代表幹事を団長に総勢21

名雲ひとつない青空の下、元気に出発しました。

　今回、はいわき商工会議所から佐藤孝一氏と酒

井比呂志氏の両名と小名浜街造り市民会議の小野

潤三氏も特別に参加しました。また、途中勿来イ

ンターで、急用で不参加となってしまいました安

島副代表幹事より差し入れを頂戴しました。ご馳

走様でした。

　大型バスに21名と一都８県の今回の長旅にはゆ

ったりと利用することができ、道路状況も大変良

く快適な旅でした。途中、車中にて大和田常任幹

事より２回にわたり小布施町と富山市についての

レクチャーを受け予備知識を持ち視察にのぞめま

した。

　予定時間に小布施に到着。名物の栗おこわの昼

食に舌づつみをうち、その後、小布施町役場に場

所を移し、小布施のまちづくりへの取り組みを関

悦子さんが約一時間半にわたって熱心に語ってく

ださいました。

　小布施は人口約12,000人、役場を中心に半径
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いわき→常磐高速→外環→上信越高速→

小布施町　昼食・研修・観光→中野IC→

上信越・北陸高速→富山宿泊
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